
 

 

総会では、福岡県

労連幹事より青年部

活動の経過報告が行

われ、「全労連青年部

の定期大会では昨年

に比べて職場はよく

なったか、生活環境

は変わったかとの問

いかけがされた。福

岡県労連としても、

若者の組織化を目的

として地域にチラシの配布を行った。返送されたアンケートからは、長時間労働、

未払い残業代、ハラスメントなど切実な青年労働者の実態が明らかになってい

る」と話し、労働者の権利を知らず苦しんでいる青年たちへのアプローチの強化

することが提示されました。 

その後、青年からの活動報告が行われました。全印総連福岡地連青年部は印刷

業界が縮小傾向にあることを受け、「印刷機器の高性能化によって顧客の合理化

意識は高まっている。そこで産業政策提言を発表し、経営、関連団体を巻き込ん

 

苦しんでいる青年たちへのアプローチの強化を！ 

～福岡県労連青年部定期総会～ 
 

2018年 11月 18日（日）、福岡市内において福岡県労連青年部第 10回定

期総会が開催され、22人が参加しました。全労連青年部からは、弓田書記

次長が来賓として出席しました。 

 

大会に参加した 22人の仲間 



だアピール運動を進めている」と発言。福建労青年部は、「組織拡大に年間目標

数を決めており、行動することを重視している。今年は、行動人員数 1271 人で、

134 人を拡大した」と発言。その他、エフコープ生協労働組合青年部、福法労青

年部、福岡県国公労連青年部が発言しました。 

議案は満場一致の拍手で承認されました。 

青年平和友好祭にて憲法カフェ開催！ 

4 年ぶりの開催となった午後からの青年平和友好祭は、福岡県の基地問題の講

演から始まりました。講師の徳永克子さんは、「福岡県は全国の民間空港で唯一

米軍専用区域がある。日米一体で進む戦争する国づくりに地元自治体は何も言

えていない」と語りました。講演後、グループワークとして憲法カフェが行われ、

全労連青年部のユニオンユースアカデミーで行われた憲法カフェがとてもよか

ったと話題になり、再現企画が実現しました。 

各グループで語り合い、「自衛隊を 9 条に明記しても直接かかわりがないから

ぴんと来ない」「憲法 9条は知っているが、他に何が書いてあるのかわからない」

「法律と憲法の違いは何？」などの意見が出ました。 

 コーディネーターの國府弁護士は、「憲法は一度変えたらどんどん変えられて

しまう。憲法がわからないなら、学習会を企画しよう」と語りました。参加した

青年からは、憲法と平和を考えるいい機会となったとの感想が寄せられました。 

  



 
 
 

 

 

福岡県労連青年部では、2018 年 11 月 18 日（日）に開催した青年部定期総会

に合わせて、青年平和友好祭で「憲法カフェ」をおこないました。 

青年平和友好祭の開催は、4 年ぶりになります。福岡県の基地問題をテーマに、

講師の徳永克子さんより講演があり「福岡県は、全国の民間空港で唯一米軍専用

区域がある。日米一体で進む戦争する国づくりに、地元の自治体は何も言えてい

ない」と語りました。講演後、グループワーク型の「憲法カフェ」が行われまし

た。全労連青年部のユニオンユースアカデミーで行われた憲法カフェがとても

よかったと話題になり、「憲法カフェ」の再現企画が実現しました。 

各グループでは、「自衛隊を 9 条に明記しても直接かかわりがないからぴんと

来ない」「憲法 9 条は知っているが、他に何が書いてあるのかわからない」「法律

と憲法の違いは何？」などの意見が出されました。 

 コーディネーターの國府弁護士は、「憲法は一度変えたらどんどん変えられて

しまう。憲法がわからないなら、学習会を企画しよう」と語りました。参加した

青年からは、憲法と平和を考えるいい機会となったとの感想が寄せられました。 

 

 

福岡県労連青年部 ～4年ぶりに青年平和友好祭（憲法カフェ）を開催～ 

全国の青年の憲法カフェや 3000万署名のとりくみなどを、ニュースでとりあげていきたいと

思っています。ぜひ、全国の青年のとりくみがありましたら、お知らせください♪ 

E-Mail  youth@zenroren.gr.jp（全労連青年部事務局）

憲法９条まもりたい♪～青年の思い交流ニュース～ 


